
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

立
秋
を
す
ぎ
た
と
は
申
せ

ど
も
、
殊
（
こ
と
）
の
外
（
ほ
か
）、
残
暑
厳
し
き
折

節
（
お
り
ふ
し
）
で
す
。 
こ
れ
ま
で
、
八
月
に
発

行
し
た
宮
司
プ
レ
ス
に
は
、
幾
度
（
い
く
ど
）
と
な

く
、「
命
」
の
尊
（
と
う
と
）
さ
に
言
及
（
げ
ん
き
ゅ

う
）
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず

で
、
八
月
は
、
ま
さ
に
、「
鎮
魂
（
ち
ん
こ
ん
）
の
月
」

な
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
上
皇
陛
下
は
、
平
成
の
時
代
は
戦
争
が
な
か
っ
た

時
代
と
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し

な
が
ら
、
世
界
に
目
を
む
け
ま
す
と
、
思
想
（
し
そ

う
）
や
宗
教
の
違
い
か
ら
の
争
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。 

戦
間
期
（
せ
ん
か
ん
き
）
と
い
う
こ
と
ば
、
皆
様
、

御
存
知
（
ご
ぞ
ん
じ
）
で
し
ょ
う
か
。 

戦
争
と
戦

争
の
間
の
期
間
の
こ
と
で
、
い
い
か
え
れ
ば
、
平
和

な
時
間
の
こ
と
で
す
。 

有
史
以
来
（
ゆ
う
し
い
ら

い
）、
世
界
中
で
通
算
し
た
戦
間
期
は
、
お
よ
そ
二
百

年
し
か
な
い
そ
う
で
す
。 

そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の

日
本
の
七
十
七
年
と
い
う
平
和
な
時
間
は
、
大
変
貴

重
な
、
何
も
の
に
も
か
え
ら
れ
な
い
、
尊
い
時
間
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

し
か
も
、
筆

舌
（
ひ
つ
ぜ
つ
）
に
尽
く
し
が
た
い
、
お
び
た
だ
し 

     

い
数
の
尊
い
命
の
犠
牲
（
ぎ
せ
い
）
の
上
に
、
そ
の

貴
重
な
戦
間
期
と
い
う
平
和
な
時
間
を
享
受
（
き
ょ

う
じ
ゅ
）
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

天
皇
陛
下
皇
族
方
は
、
広
島
、
長
崎
原
爆
投
下
の
日
、

沖
縄
終
戦
の
日
、
大
東
亜
戦
争
終
戦
の
日
、
日
本
人

が
け
っ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
四
つ
の
日
と
し

て
、
熱
い
祈
り
、
黙
祷
（
も
く
と
う
）
を
捧
げ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

そ
の
四
つ
の
日
の
三
つ
が
、

八
月
に
集
中
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
八
月
は
、

「
鎮
魂
の
月
」
と
い
っ
て
も
過
言
（
か
ご
ん
）
で
は

な
い
と
思
う
の
で
す
。 

 

◇
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｐ
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の

衝
突
（
し
ょ
う
と
つ
）」
に
は
、「
世
界
は
八
つ
の
文

明
に
分
け
ら
れ
る
、
そ
の
な
か
で
、
一
つ
の
国
で
一

つ
の
文
明
は
、
日
本
だ
け
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
日
本
は
、
八
つ
の
文
明
の
ひ
と
つ
で
あ
る
中
華
文

明
が
渡
っ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
独
自
の
進
化
し
た
文

明
を
つ
く
り
あ
げ
た
」
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
戦
後
の
お
よ
そ
七
年
間
の
占
領
政
策
、
そ

の
名
も
、「
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
ウ
ァ
ー 

ギ
ル
ト 
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
よ
っ
て
、
日
本

人
の
美
徳
、
日
本
人
ら
し
さ
と
い
う
も
の
が
、
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

今
こ
そ
、

一
つ
の
国
で
一
つ
の
文
明
を
持
つ
日
本
人
ら
し
さ

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
一
つ

が
、
死
者
へ
の
思
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

人
は
二
度
死
ぬ
の
で
す
。 

一
度
目
は
、
屍
（
し
か

ば
ね
）
に
な
っ
た
時
、
二
度
目
は
、
そ
の
人
を
知
っ

て
い
る
人
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
時
だ
そ
う
で

す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
も
、

命
が
な
く
な
っ
た
人
、
死
者
と
も
、
共
に
生
き
て
い

く
、「
共
生
」
こ
そ
、「
魂
の
交
流
」
で
あ
る
し
、
日

本
人
ら
し
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

「
大
海

の
針
」、
大
海
の
針
の
穴
に
、
糸
を
と
お
し
て
引
き
上

げ
る
、
大
袈
裟
（
お
お
げ
さ
）
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
こ
そ
が
、
奇
跡
（
き
せ
き
）
の
連
続
の
な
に
も

の
で
も
な
い
、
尊
い
「
い
の
ち
」
な
の
で
す
か
ら
。 

◇
私
共
は
、「
大
自
然
を
大
切
に
す
る
」、「
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
」、「
前
向
き
に
人
生
を

楽
し
む
」、
神
社
神
道
の
信
仰
の
三
本
柱
を
大
切
に

生
活
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
、
敬
神
生
活
を
心
が
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

神
様
の
御
加
護
（
ご
か
ご
）

を
仰
ぎ
つ
つ
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
大
自
然
の
恵

み
に
謙
虚
に
向
き
合
い
、
そ
し
て
、
希
望
を
見
失
う

こ
と
な
く
人
々
と
支
え
あ
い
暮
ら
す
こ
と
で
す
。 

そ
の
三
つ
、「
感
謝
」「
謙
虚
」「
希
望
」
の
三
Ｋ
を
意

識
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
、「
い
の
ち
」
に
つ
な
が

る
、「
幸
せ
」
へ
と
「
つ
な
が
る
」
道
の
り
で
、
日
本

人
ら
し
さ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 
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◇
七
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

 
▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
七
月
一
日 

 

▼
花
手
水
実
施 

 
 

＊
六
月
三
十
日
～
七
月
六
日 

 
 

＊
七
月
二
十
九
日
～
八
月
三
日 

 
 

 
 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

 

▼
ヒ
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
海
開
祭 

 
 

＊
七
月
十
五
日 

 
 
 
 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

 
 

※
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
と
合
同
で
し
た 

▼
夏
越
祭 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

◆
本
宮 

前
夜
祭 

＊
七
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 

御
神
幸
祭 

＊
七
月
三
十
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

◆
恵
比
須
神
社 

＊
七
月
三
十
一
日 

◇
七
月
の
宮
司
動
静
報
告 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 

◆
敬
神
婦
人
会
除
草
奉
仕
作
業 

 
 

＊
七
月
二
十
四
日 

 

◆
奉
賛
会
行
事
委
員
会
茅
の
輪
奉
製
作
業 

 
 

＊
七
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
七
月
七
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 
 
 

＊
七
月
七
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会 

 

＊
七
月
八
日 

 
 

◆
山
口
県
神
職
養
成
講
習
会
講
師
打
合 

＊
七
月
八
日 

 
 

◆
山
口
県
八
幡
宮
会
総
会 

＊
七
月
十
一
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
教
化
部
会
議
＊
七
月
十
四
日 

 
 

◆
山
口
県
神
道
史
研
究
会
役
員
会 

＊
七
月
十
四
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
顧
問
参
与
会 

＊
七
月
二
十
六
日 

 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
そ
の
他 

 
 

◆
人
権
擁
護
委
員
人
権
相
談 

＊
七
月
六
日 

 
 

◆
西
山
小
、
玄
洋
中
挨
拶
運
動 

＊
七
月
八
日 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
二
十
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◆
山
口
銀
行
彦
島
は
っ
て
ん
ク
ラ
ブ
講
演 

 
 
 

＊
七
月
十
三
日 


